
別表第12　給水装置修繕料算出表 令和6.5.1施行

項 種　　　　　　類 口　　径 単　　位 昼  　間 夜　  間

　１ 給水栓取替工（各種）  25ｍｍ以下 １箇所につき 1,079 1,618

（１）給水栓を取外し、新たに継足ソケットを使用した場合、プラグ止めをした場合、給水栓の上部を取替えした
　　場合もこの項を適用する。
（２）立水栓および水栓柱と同時にユニオンナットを取替えた場合、または既設の給水栓を水栓柱に
　　取替えた場合は、給水栓取替工（各種）の他に、７項～９項〔給水管加修工〕0.5ｍ分を別途徴収する。
（３）取替えの際のユニオンパッキン取替えは無料。
（４）水栓柱取替えに際し掘削したものは、18項～22項〔掘削工〕も別途徴収する。
（５）他の修繕項目と同一修繕箇所内で取替えた場合は徴収しない。（立水栓・水栓柱は除く）
（６）水栓柱と給水栓を同一修繕箇所内で取替えた場合は１箇所分のみ徴収する。

　２ 止水栓取替工  25ｍｍ以下 １箇所につき 1,560 2,340

　３ 　　　　〃
30ｍｍ以上
50ｍｍ以下

１箇所につき 3,250 4,875

（１）給水管の継手を伴う場合は、７項～９項〔給水管加修工〕0.5ｍ分を別途徴収する。
（２）新たに止水栓を設置した場合もこの項を適用する。
（３）次の場合は修繕料は徴収しない。
    ア．口径40ｍｍ以下の機能不良による止水栓の取替修繕でメータ外部に設置してあるもの。
    イ．ユニオンパッキンの取替え。
    ウ. 給水管加修工と同一箇所で同時に施工した場合。

　４ コマ・パッキン類取替工（各種）  25ｍｍ以下 １箇所につき 1,040 1,560

　５ 　　　　　　　〃
30ｍｍ以上
50ｍｍ以下

１箇所につき 2,722 4,083

（１）取替えに必要な材料費（止水栓コマ、ユニオンパッキン等）は無料。
（２）コマパッキンの取替えを含む。
（３）取替えに必要なユニオンパッキン（分水栓、止水栓、アングル止水栓、ハンド止水栓、水栓柱、メータ、
　　　ビニル管用接合ユニオン等のユニオンパッキン等）は無料とする。
（４）止水栓上部の取替えをした場合もこの項を適用する。
（５）フレキシブル継手及びフレキシブル管を単体で取替えをした場合もこの項を適用する。

　６ 　　　　　　　〃  75ｍｍ以上 １箇所につき 13,000 19,500

（１）取替えに要する材料費(グランドパッキン･ボルト･フランジパッキン等)を別途徴収するが、
　　  28項〔ボルト・フランジ・パッキン類取替工（各種）〕は徴収しない。

　７ 給水管加修工  25ｍｍ以下 １ｍにつき 2,615 3,923

　８ 　　　　〃
30ｍｍ以上
50ｍｍ以下

１ｍにつき 3,754 5,631

　９ 　　　　〃  75ｍｍ １ｍにつき 4,971 7,456

（１）給水管加修工はビニル管、鉛管、鋼管、銅管を修繕した場合に適用する。
（２）直管の使用延長を口径別に合算した合計延長を次のとおり端数処理を行う。
    ア．0.5ｍ以下は0.5ｍに切上げる。
    イ．0.5ｍを超え2.5ｍ以下は小数第２位を切上げ、小数第１位まで計上する。
　  ウ．2.5ｍを超えるものは、2.5ｍに切捨てる。（材料費は使用延長分を徴収する）
    エ．項が異なる口径を同時に修繕した場合、合計延長が0.5ｍ以下の場合は口径の大きい項を適用し、
　　　　合計延長が0.5ｍを超える場合はそれぞれの項に実数（小数第１位まで）を乗じる。
　　　　合計延長が2.5ｍを超える場合は口径の大きい項の実数（小数第１位まで）から計上する。
　　　　ただし、合計延長が2.5ｍを超える場合で、口径の大きい項の延長が0.5ｍ以下のときは、
　　　　この項を0.5ｍに切上げ、他の項から切上げ延長の差分を差し引きする。
   　　　 （計上例）直管をそれぞれ、25ｍｍ×2.3ｍ、40ｍｍ×0.4ｍ使用し、修繕を行った。
　　　　　　　　　　⇒合計延長：2.3ｍ＋0.4ｍ=2.7ｍ
　　　　　　　　　　⇒計上数量：８項を0.4ｍ→0.5ｍ（切上げ）と７項を2.3ｍ-（0.5ｍ-0.4ｍ：差引分）=2.2ｍ
（３）直管を使用しないで修繕した場合は、修繕箇所１箇所につき0.5ｍとする。
（４）フランジ（50ｍｍ以下）接合含む。
（５）取替えに必要な材料費（フランジパッキン、ボルトナット等）を別途徴収するが、
　　28項〔ボルト・フランジ・パッキン類取替工（各種）〕は徴収しない。
（６）ビニル管用鋳鉄継手、鋼管継手（ネジ接合、フランジ接合）及び鋳鉄管の修繕については
　　10項～12項〔給水管継手工（各種）〕を適用する。
（７）フレキシブル継手及びフレキシブル管の延長は計上しない。

給水装置修繕単価〔円〕



別表第12　給水装置修繕料算出表 令和6.5.1施行

項 種　　　　　　類 口　　径 単　　位 昼  　間 夜　  間

10 給水管継手工（各種） 125ｍｍ以下 １箇所につき 12,381 18,571

11 　　　　　　〃
150ｍｍ以上
200ｍｍ以下

１箇所につき 16,775 25,162

12 　　　　　　〃 250ｍｍ以上 １箇所につき 23,636 35,454

（１）給水管継手工（各種）とは、鋳鉄管の継手（メカニカル接合、タイトン接合、フランジ接合）、
　　　ビニル管用鋳鉄継手及び鋼管継手（ネジ接合、フランジ接合）をいう。
（２）ビニル管用鋳鉄継手、割継ぎ輪、漏水防止金具の継手数は１箇所とする。
（３）継ぎ輪の継手数は２箇所とする。
（４）取替えに必要な材料費（フランジパッキン、ゴム輪、ボルトナット等）を別途徴収するが、
　　  28項〔ボルト・フランジ・パッキン類取替工（各種）〕は徴収しない。
（５）各種給水管の継手部締直しについてもこの項を適用する。

13 鋳鉄管切断工 125ｍｍ以下 １箇所につき 10,400 15,600

14      〃
150ｍｍ以上
200ｍｍ以下

１箇所につき 15,600 23,400

15      〃 250ｍｍ以上 １箇所につき 20,800 31,200

（１）Ｔ字管の撤去等、撤去管引揚げのための管切断は計上しない。

16 ボックス類取替工（各種） 各　種 １箇所につき 1,300 1,950

（１）メータの一次側に設置している止水栓ボックス、制水弁ボックス（※代替品がある場合のみ）は無料と
　　　する。（給水装置関係規定集　第５章の「「給水装置の無料修繕範囲」についての細目」を参照の
　　　こと。）  
（２）給水管加修工と同一箇所で同時に施工した場合の止水栓（50ｍｍ以下）ボックスの設置では
　　　この項は計上しない。
（３）蓋のみの取替時もこの項を適用する。

17 メータ・消火栓・制水弁室補修工 各　種 １箇所につき 13,000 19,500

（１）メータ室コンクリートブロック、制水弁室コンクリートブロック、消火栓室コンクリートブロック等の積直し、
　　　補修等に適用する。

18 掘削工  25ｍｍ以下 １ｍにつき 3,302 4,954

19   〃
30ｍｍ以上
50ｍｍ以下

１ｍにつき 5,232 7,848

20   〃
75ｍｍ以上
125ｍｍ以下

１ｍにつき 17,440 26,160

21   〃
150ｍｍ以上
200ｍｍ以下

１ｍにつき 23,980 35,970

22   〃 250ｍｍ以上 １ｍにつき 30,520 45,780

（１）加修に伴う掘削延長で計上し、調査掘削では計上しない。
　　ただし、口径25ｍｍ以下において、止水栓、水栓柱、各種ボックス類の取替え、又は給水管継手工
　　だけで給水管取替を行わない場合は0.5ｍ分を計上する。
（２）口径の異なる給水管を同時に修繕した場合は大きい方の口径を適用する。
（３）端数処理について
      18項…0.5ｍ以下は0.5ｍに切上げる。
           　　　 0.5ｍを超え1.0ｍまでは1.0ｍに切上げる。
            　　　1.0ｍを超える場合、0.1ｍ未満の端数は0.1ｍ単位に切上げて計上する。
      19項～22項…1.0ｍ以下は1.0ｍに切上げる。
                　1.0ｍを超える場合、0.1ｍ未満の端数は0.1ｍ単位に切上げて計上する。
（４）修繕工事申込み１件に対し、複数箇所を掘削した場合は掘削延長を合計し、上記の端数処理を行う。
（５）壁等の簡易な取りこわし（床板、たたみ、板張り等の取外しは除く）もこの項を適用する。
（６）その他、掘削延長の取扱いについては、給水装置関係規定集　第５章の「給水装置の構造、工事
　　材料及び工事費の算出方法等に関する規定の細目別表第12「給水装置修繕料算定表」の解説に
　　ついて」を参照すること。

23 モルタル工 厚さ３ｃｍ １ｍ2につき 2,406 3,365

（１）0.1ｍ2未満の端数は切上げる。
（２）材料費を含む。
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別表第12　給水装置修繕料算出表 令和6.5.1施行

項 種　　　　　　類 口　　径 単　　位 昼  　間 夜　  間

24 分水栓取替工  25ｍｍ以下 １箇所につき 8,580 12,870

（１）給水管の継手を伴う場合は、７項～９項〔給水管加修工〕0.5ｍ分も別途徴収する。
（２）取替えに伴うパッキン取替えは無料。
（３）分水栓止め、サドル付分水栓の取替えもこの項を適用する。

25 仕切弁取替工（分解加修） 150ｍｍ以下 １箇所につき 39,000 58,500

26      　　〃 200ｍｍ以上 １箇所につき 65,000 97,500

27 仕切弁･消火栓キャップ及び継足キー取替工 各種 １箇所につき 3,900 5,850

（１）取替えに必要な材料費(グランドパッキン･ボルト･フランジパッキン等)を別途徴収するが、
　　28項〔ボルト・フランジ・パッキン類取替工（各種）〕は徴収しない。

28 ボルト･フランジ･パッキン類取替工（各種）  50ｍｍ以上 １箇所につき 5,720 8,580

（１）メータ取替え（既設開栓、故障及び検満取替）の場合は、材料費、取替料とも徴収しない。

29 給水管凍結工  50ｍｍ以下 １箇所につき 27,020 35,730

30   　〃  75ｍｍ以上 １箇所につき 55,140 66,710

（１）凍結工の箇所数は給水管断水のための凍結液注入を行った箇所数をいう。
（２）凍結箱設置のため掘削した場合は、18項～22項〔掘削工〕を別途計上する。
　　　なお、修繕箇所と同一掘削内で作業した場合は計上しない。
（３）材料費含む。

31 断水作業 350ｍｍ以下 １回につき 78,000 117,000

（１）修繕に伴い配水管を断水した場合に適用する。
（２）断水後の洗浄排水費用を含む。

32 割Ｔ字管取付工  75ｍｍ以下 １箇所につき 20,800 31,200

33   　 〃 150ｍｍ以下 １箇所につき 33,800 50,700

（１）割Ｔ字管取替もこの項を適用する。
（２）防食コア取付工（材工共）を含む。

34 － － － － －

35 給水管の簡易な補修(鉛管・銅管)  25ｍｍ以下 １箇所につき 無　料 無　料

（１）ピンホールの補修で、鉛管または銅管にできた穴（針の小穴程度）を、ろう接材修繕したもの。

給水装置修繕単価〔円〕



別表第12　給水装置修繕料算出表 令和6.5.1施行

項 種　　　　　　類 口　　径 単　　位 上水道 工業用水道

漏水１時間 565 168

漏水２時間 990 294

漏水３時間 1,414 420

漏水１時間 1,414 420

漏水２時間 2,687 798

漏水３時間 3,960 1,176

漏水１時間 2,404 714

漏水２時間 4,668 1,386

漏水３時間 7,073 2,100

漏水１時間 7,780 2,310

漏水２時間 15,560 4,620

漏水３時間 23,340 6,930

漏水１時間 13,721 4,074

漏水２時間 27,443 8,148

漏水３時間 41,164 12,222

（１）漏水補償費は、宅地内メータの一次側において、第三者（解体工事業者等）の過失により給水装置が
　　 破損された際に適用し、漏水時間に応じた額を徴収する。
（２）漏水補償費は、昼夜で同一単価とする。
（３）上記によりがたい場合は、内規集「給水装置破損補償金事務処理要綱」並びに「給水装置破損補償金の
　　算出方法及び事務処理について」を参照すること。

　１．夜間単価の適用範囲は、次の日時に職員を派遣し修繕を行った場合とする。
　　　ただし、市の都合による場合を除く。
　　（１）休日（大阪市職員就業規則の第６条に規定（下記参照））に施工したもの。
　　　　ア、日曜日及び土曜日、
　　　　イ、国民の日に関する法律に規定する休日、
　　　　ウ、12月29日から翌年の１月３日までの日。ただし、前号に掲げる日を除く。
　　（２）午後８時から翌朝午前９時までに施工したもの。
　２．メータボックス蓋の取替えに係る修繕料は材料費・間接経費を徴収する。
　３．舗装道路の掘削、土砂の入替等を施工した場合は別表第７〔土砂入替工〕を適用する。
　４．継手工を伴う各種ユニオン類の取替えは給水管加修工のみ徴収する。
　　　  （各種ユニオン類とは、水栓ソケット、水栓エルボ、止水栓ユニオンナット、メータユニオンナット、ビニル管用
　　　　接合ユニオン、鋼管接合ユニオン、ビニル管用ユニオンソケット等をいう）
　５．この算出表にない修繕工事を施工した場合で設定を要するものは給水課へ照会すること。

40      　　〃  50ｍｍ

38      　　〃  25ｍｍ

39      　　〃  40ｍｍ

給水装置修繕単価〔円〕

36 漏水補償費  13ｍｍ

37      　　〃  20ｍｍ


